
《学校教育目標》
【健康～進んで心と体を鍛える生徒～】 【自主～自ら学び自己を高める生徒～】 【礼節～正しく判断し行動する生徒～】

令和５年度の築館中学校がスタートしました。令和５年度の築館中学校がスタートしました。

桜の花も例年にないペースで 4/３日(月)生徒会出迎え式から
咲き誇る中，令和５年度の築館
中学校での生活が始まりまし
た。着任式では，生徒も教職員
も転入された先生方との出会い
の時間となりました。続けて行
われた始業式では，各学年代表
生徒が新学期の抱負を堂々と発
表しました。また，学級担任や
部活動顧問等の発表もあり，生
徒は期待に胸を膨らませていま
した。
保護者の皆様には，この１年間，様々なところでご協力やご支援をいただきますようお願いいた

いたします。

令和５年度の教職員紹介です。令和５年度の教職員紹介です。
新しい教職員を迎え，３４名のスタッフで生徒の皆さんを支えていきたいと思います。
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始業式と入学式での校長先生のお話を載せましたので，お読みください。紙面の都合でいずれも抜粋し
ております。

始業式での校長先生のお話始業式での校長先生のお話（抜粋）（抜粋）

３年生は「最高学年」「学校の顔」，すべての活動のリーダーです。２年生は「中堅学年」「学
校の柱」３年生をしっかり支え，後ろ姿で１年生を導く役割を担います。
新学期の生活で大切にしてほしいことを二つお話しします。
一つ目は「挑戦すること」です。あの電球を発明した発明王エジソンは，１万回以上の実験

を行ったと言われています。別の言い方をすれば，発明・成功までに１万回以上も失敗したと
いうことになります。しかし，エジソンは決して下を向くことなく，逆に堂々とこう言ったそ
うです。
「私は，失敗などしていない。うまくいかない方法を一万通りも発見したんだ。」
「失敗」は，改良点を見つけるチャンス，成功に近づくためのプロセスと考えていたのです。
成功の反対は失敗ではありません。何もしないこと，挑戦しないことです。
二つ目は，「協力し合うこと」です。
１０年後，皆さんが大人として生きていく社会では，今まで以上に，自分とは違う国の人々，

自分とは違う考えや特徴を持つ人々と折り合いを付け，協働することが求められています。自
分たちのことを考えるだけでなく，共感する心を持って相手やみんなと関わっていくことが必
要になります。「誰もがスペシャル」な「カラフルな社会」を自らつくるという自覚や責任感が
大切なのです。

入学式での校長先生のお話入学式での校長先生のお話（抜粋）（抜粋）

入学生の皆さんは，５８回目に入学した築中生として，築中の校風や伝統を受け継ぎ，新た
につくる担い手となります。皆さんの後ろに控えている２年生・３年生は，入学生の皆さんに
とって「強力なアドバイザー・コーチ」であり，共に喜び・笑い，時に怒り・涙を流す「掛け
替えのない同志」です。早く「目指したい先輩」を見つけてほしいと思います。
そして，１人１人が１日１日を大事に充実した中学校生活にするために，心に留めておいて

ほしい「伝統の言葉」があります。それが「校訓」です。
校訓「健康 自主 礼節」は，昭和４１年４月に生徒数１５８５名，４２学級で開校して以

来，１万数千人の本校卒業生が，今の皆さんと同じように見つめてきたものです。
一つ目の「健康」は，進んで心と体を鍛える生徒
二つ目の「自主」は，自ら自分を高める生徒
三つ目の「礼節」は，正しく判断詩行動する生徒

を目指すというものです。
心身ともに健やかに，高い志・目標を持って，よりよい自分・よりよい未来をつくっていく

…そのような生徒を目指してほしいと考えます。一人一人の決意・覚悟ある行動が，学校だけ
でなく，ここ築館地区，いやそれより広く栗原・宮城の勇気と力になります。

マチコミメールの登録について 安全な自転車の乗り方について

昨年（令和４年）度ご登録いた 毎年，新学期が始まった４～５月にかけ
だいたた方も，４月２２日（土） て，登下校時の自転車の事故がたびたび発
まで今年度の新しいグループ（学 生しています。築館警察署からも，中学生
級）に再度登録していただきます が道路を並走して指導を受けた事案も見受
ようお願いいたします。 けられます。
なお，登録される際はお子さん 大きな事故を未然に防ぐ

のお名前でお願いいたします。 意識付けを学校でも行いま
すので，ご家庭でも是非お

※「マチコミ登録手順書（ピンクのプリント）」を 声掛けください。
４月１０日（月）に配付しています。

学校だよりをはじめとした各種たよりをはじめＨＰ等に，お子様の名前や写真
の掲載につきまして承諾いただけない場合は，お手数ですが担任までご連絡い
ただきたいと思います。よろしくお願いいたします。


